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Ⅰ　研究背景および目的




かし、出産後も高血圧状態が続き、産後 ３ 〜 5 日目に再上昇をする傾向がみられる。この時期










Ⅱ　研 究 方 法
1 ．研究デザイン　前向きコホート観察研究
2 ．調査期間　2017年12月〜2018年 6 月
３ ． 研究参加者　共同研究者の所属する関西圏 4 病院で調査期間に出産し、研究同意の得られ





1 ） 研究協力の得られた病院で、調査期間内に出産した HDP 褥婦を対象に、産褥 2 日目
以降に本研究の説明を口頭・文書で行い、承諾の得られた褥婦に「産後のママと赤
ちゃんノート」を配布した（資料 1 ）。
2 ） 「産後のママと赤ちゃんノート」の自記式記録の内、産後 ３ 日、 5 日、14日、 1 か月、
３ か月の記録の複写を回収した。
3 ） 体水分計（TANITA innerscan RD-503）を用いて、体重および体水分率について、産後
３ 日、 5 日、14日、 1 か月、 ３ か月の測定を実施した。





1 ） 診療録からは、非妊時体重、身長、HDP リスク因子（初産、35歳以上、前回 HDP、肥
満・BMI30以上、喫煙、高血圧、糖尿病、母方の家族高血圧、多胎、その他）、分娩前体重、
既往妊娠歴、妊娠中の血圧（12.20.32.36週）、分娩時血圧、産褥 1 ，2 日血圧）、産褥 ３ 日
目ヘマトクリット（以下 Ht 値）
2 ） 「産後のママと赤ちゃんノート」からは、産褥 ３ 日、 5 日、14日、 1 か月、 ３ か月共
に血圧、尿回数、尿たんぱく定性、水分摂取量、睡眠感（ 5 段階のリッカート）、疲労感
（ 5 段階のリッカート）、母乳回数、ミルク追加の有無
３ ）体重、体水分率の測定を、産後 ３ 日、 5 日、14日、 1 か月、 ３ か月に実施
6 ．分析方法
　統計的分析は、SPSS　Vr.24を使用した。分析方法は、記述統計ならびに HDP 群と非













　本研究参加者は、HDP 褥婦10名、非 HDP 褥婦は12名の合計22名であった。研究参加者の
属性等に関しては表 1 に示した。年齢は35歳以上か否かのみ聴取した。HDP リスク因子に関
しては、HDP 群10名全員が何らかのリスクを有し、非 HDP 群も11名がリスク因子を有して
いた。経産婦は HDP 群に 4 名、非 HDP 群に 4 名であったが、前回 HDP だった者は HDP 群
に 1 名のみであった。
　HDP 群は非 HDP 群に比較し、分娩週数は有意に早かった（p=0.02）。しかし、新生児体重は
HDP 群が少ないが有意な差はみられなかった。帝王切開比率は HDP 群が50％、非 HDP 群が
25％であった。
２ 　 ２ 群間の産褥期血圧の平均の変動
　収縮期血圧（以下 SBP）、拡張期血圧（以下 DBP）は HDP 群では、非 HDP 群と比較すると分娩
時に有意に上昇し、産褥入院期間においても、有意に高い値を呈していた。（図 1 ）
　SBP は産後 ３ 日・ 5 日については両群ともにやや上昇しているが、非 HDP 群においては血
圧値そのものが正常域にあるのに対して、HDP 群は産褥14日においても130mmHg に近い数
値を示していた。産褥 1 か月健診の SBP は、両群に差はみられない。DBP は、HDP 群は産
褥 2 週まで80mmHg を超える値を示し、産褥 1 か月においても非 HDP 群に比較し有意に高値
を示していた。産褥 ３ か月の血圧は、非 HDP 群は家庭血圧の測定が協力を得られなかったた
め、 2 群の比較はできなかった。（表 2 ・ ３ ）
　HDP 群10名の血圧の平均は、図 1 に示すように徐々に下降した。しかし、各事例を詳細に
みると次のような個別性がみられた。
　SBP は、事例 H（初産婦、BMI18.5体重増加量14Kg）は、分娩時高血圧となり、産褥期の 5 日間
表 1 　研究参加者の属性




非妊時 BMI 22.0±3.0 21.2±3.0 0.89
分娩週数 ( 週） 35.1±3.5 38.9±1.1 0.02






注 1 ）IVF 妊娠、甲状腺疾患合併
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のみ高血圧が持続した事例である。産褥の体水分率が 5 日目に63.0％あり、Ht28.6％であった。
産褥 2 週間目には体水分率は52.6％に改善した。事例 C（初産婦、35歳以上）は、妊娠32週から血




HDP 群　n=10 非 HDP 群　n=12 p 値
妊娠20週 123.4±10.8 120.1±11.8（n=11） 0.511
分娩時 165.2±13.2 123.5±6.6 .000
1日 147.1±10.8 111.2±11.3（n=11） .0010
2日 136.6±15.2 108.9±6.3（n=8） .000
3日　 138.1±12.8 115.9±9.8 .000
5日　 140.3±11.6 117.7±8.8 0.001
14日 129.3±11.4 118.8±12.9（n=11） .000




HDP 群　n=10 非 HDP 群　n=12 p 値
妊娠20週 74.9±11.4 63.6±7.4（n=11） 0.013
分娩時 93.5±7.0 77.9±6.0 .000
1日 84.3±6.1 68.8±10.6（n=11） .000
2日 83.3±8.9 66.5±65（n=8） .000
3日　 85.7±9.0 71.3±5.2 .000
5日　 86±8.5 72.8±7.6 .000
14日 83.1±6.5 67.8±7.2（n=11） .000
1か月 75.3±8.3 70.8±12.9 .000
3か月 74.9±11.7（n=9） 0
揃ってない場合、人数を（n）で表示
図 1 　HDP 群産褥期血圧の平均の変動
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　DBP は、分娩時から産褥 2 日までに一旦下降するものの産褥 ３ 〜14日にやや上昇する事例
があった。事例 A（初産婦、肥満 BMI28、喫煙、家族高血圧、体重増加量13Kg）は、妊娠32週以降
166/108ｍｍ Hg となり、妊娠35週で緊急帝王切開に至った。産褥期も SBP は130mmHg 前後
であったが、DBP は90mmHg 前後で推移し、産褥 ３ か月時にも DBP は94mmHg と高かった。
体水分率は産褥 ３ 日に49％、 1 か月後は44％であった。また、産褥の体重の変化は ３ 日目に
− 6 kg， 1 か月後に−11kg となり、非妊時より＋ 2 kg となった。なお、 ３ か月の体重は未測
定であった。事例Ｂ（経産婦、家族高血圧、前回 HDP）は、妊娠27週で血圧が151/89mmHg となり、
胎児機能不全のため緊急帝王切開となった。新生児は1000g で NICU に入院となった。産褥期
の血圧は、 2 週間目に149/86mmHg であるが、その後は DBP のみ90mmHg 前後と高値で推
移していた。体水分率は産後 ３ 日48％、 2 週間で50％、 1 か月後も49％であった。（図 ３ ）




関連して、気になる事例のデータは前述の血圧の変動に追記した。また、産褥 ３ 日の Ht 値は、
HDP 群が30.1±2.4％であり、非 HDP 群 32.8±3.3％と比較して有意に低かった（p=0.047）。




図 3 　HDP 群産褥期の拡張期血圧変動
表 4 　産褥期の体水分率（％）
HDP 群　n=10 非 HDP 群　n=12 p 値
3 日 49.3±8.0 49.3±4.1 0.157
5 日 50.2±7.3 49.3±43.5 0.11
14日 49.0±5.5 46.9±3.3 0.103
1 か月 48.7±5.2 47.8±2.9 0.842
ヘマトクリット（Ht） 30.1±2.4 32.8±3.3 0.047
（参考：産後3日）
表 5 　産褥期の尿回数（回 /day)
HDP 群　n=10 非 HDP 群　n=12 p 値
3 日 8.8±3.7（n=8） 6.2±1.8 0.05
5 日 7.4±2.6 6.8±1.2 0.08
14日 7.4±2.1 7.1±1.8（n=11） 0.86




　産後の疲労感は、表 7 に示すように産後 ３ 日においては非 HDP 群が有意に高く（p=0.0157）、
その他の日においては、両群に有意差はなかった。また、睡眠感も産褥 ３ 日において非 HDP
群が眠れない傾向（p=0.0656）にあるが、すべての日において両群に有意差はなかった（表 ８ ）。
　母乳回数については表 9 に示した。産褥 3 ， 5 日に有意差はないが、非 HDP 群に母乳回数
は多いことが窺える。産褥 1 か月は、非 HDP 群が HDP 群より有意に回数が多い（p=0.045）。




　HDP 群は、筆者らの前回調査（遠藤、2016）とほぼ同様の血圧パターンを示し、産褥 1 ， 2 日
にはやや下がるが、 ３ 日目以降にはやや上昇が確認された。非 HDP 群もわずかに上昇するが、
正常域の範囲であり問題にはならない。一方、HDP 群の上昇は、異常域のボーダーにあるこ
表 6 　産褥期の飲水量（ml/day）
HDP 群　n=10 非 HDP 群　n=12 p 値
3 日 1286±449.8 1194.2±683.9 0.607
5 日 1549±627 1548.3±595.5 0.545
14日 1548.4±595.5（n=9） 1572.7±456.3（n=11） 0.878
1 か月 1315.6±403.3 1437.9±470.6 0.918
3 か月 1342.9±415.8（n=7）
表 7 　産褥 3 日の疲労感
1 全くない 2 あまりない 3 普通 4 やや疲れている 5 非常に疲れている 合計
HDP 群 0 3 2 5 0 10
非 HDP 群 0 0 9 2 1 12
Fischer 正確検定　p=0.0157
表 8 　産褥 3 日の睡眠感
1 十分眠れた 2 まあ眠れた 3 普通 4 あまり眠れない 5 全く眠れない 合計
HDP 群 2 0 4 4 0 10
非 HDP 群 0 3 1 7 1 12
Fischer 正確検定　p=0.0656
表 9 　母乳哺乳回数（回数 /day）
HDP 群　n=10 非 HDP 群　n=12 p 値
3 日 6.6±1.9（n=9） 8.8±2.3 0.76
5 日 6.3±2.0 10±2.2 0.762
14日 6.7±1.6 8.3±1.7 0.656
1 か 月 6.8±3.7 8.3±1.3 0.045










　しかし、今回の調査では、HDP 群とコントロール群である非 HDP 群と比較した結果、SBP
は産褥14日まで有意に高値を示し、DBP においては産褥 1 か月まで有意に高値を示している。
また、産褥 ３ か月の調査では、非 HDP 群との比較はできなかったが、数値からも DBP は、































12月から2018年 6 月まで前向きコホート観察研究として22名（HDP10名、非 HDP12名）の研究参
加者の協力を得て、追跡した結果、以下のことが明らかになった。
1  　産褥期の血圧は、HDP 褥婦は正常域であったが、高血圧ボーダー域にあり、非 HDP 群
と比較すると、HDP 群が有意に高かった。収縮期血圧（SBP）は産褥 2 週間まで有意に高く、
一方拡張期血圧（DBP）は産褥 1 か月でも有意に高い。高血圧が産褥まで持続する事例として
は、前回 HDP、妊娠中の体重増加事例、妊娠前 BMI の高かった。
2  　産褥期の体水分率は、HDP 群、非 HDP 群に有意な差はなく、48-50％であった。産褥の
体水分率そのものの研究報告が少なく、血圧との関連も明らかにならなかった。しかしなが
ら、産褥 ３ 日目の循環動態に関与する Ht 値は、有意に HDP 群が低く、尿回数は HDP 群に
有意に高かった。
３  　産褥期の疲労感は、産褥 ３ 日のみ非 HDP 群に高く、同時に睡眠不足感が強い傾向にあっ
たが、他日では有意差はなかった。非 HDP 群は、産褥 ３ 日の母乳回数が有意に多く、育児
































  月 
 産後（ 　　)日目 
  日（  曜）  
血圧 朝 /  夕 / 
尿の回数
尿タンパク －   ±    ＋   ⧺ 　　　不明
水分摂取量 約 ｍｌ
睡眠時間  約 時間 分
睡眠感



















































ＨＤＰリスク □初産婦　□35歳以上　□前回 HDP　 □肥満（BMI　　　）
□喫煙　□高血圧　　□ GDM,DM　　□家族高血圧　　□多胎
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
